
平 成 2 1 年 度 第 3 回 理 事 会 抄 録  
日 時 ： 平 成 2 1 年 7 月 1 8 日 （ 土 ）  1 3： 0 0～ 1 6： 4 5  
場 所 ： 日 本 作 業 療 法 士 協 会 事 務 所 1 0 階 会 議 室  
出 席：中 村（ 会 長 ）、山 根、岩 瀬（ 副 会 長 ）、荻 原（ 事 務 局 長 ）、古 川 、

長 尾 、 岩 崎 （ 監 事 ）、 杉 原 （ 顧 問 ）、 香 山 、 小 林 （ 毅 ）、 小 林 （ 正 ）、

早 川 、 大 熊 、 山 本 、 土 井（ 常 務 理 事 ）、 大 丸 、 坂 井 、 日 垣 、 三 澤 、 陣

内 、 生 田 、 苅 山 、 北 山 、 谷 、 東 （ 理 事 ）、 久 保 田 （ 部 長 ）、 望 月 （ 委

員 長 ） 関 （ 士 会 連 絡 協 議 会 長 ） 冨 岡 、 太 田 、 片 岡 、 澤 田 、 伊 藤 （ 旧

監 事 、 理 事 、 委 員 長 ）  
1 .審 議 事 項  
1 .平 成 2 1・ 2 2 年 度 の 新 体 制 に つ い て （ 中 村 会 長 ）  
1） 役 員 体 制 （ 案 ）  前 期 と 同 じ く 担 当 理 事 制 と し 、 担 当 理 事 の 人

数 も 全 体 的 に 増 や し た 。 → 承 認  
2） 会 務 運 営 体 制 （ 案 ）  作 業 療 法 5 ヵ 年 戦 略 の 迅 速 な 展 開 に 向 け

て 新 し い メ ン バ ー を 多 く 推 薦 し た 。 → 承 認  
3） 特 設 委 員 会 の 設 置 に つ い て  
（ 1）W F O T 世 界 大 会 実 行 委 員 会（ 仮 ）（ 山 根 副 会 長 ）2 0 1 4 年 W F O T
世 界 大 会 組 織 委 員 会 の 構 成 が 提 案 さ れ る 。 9 月 に 組 織 委 員 会 が 立 ち

上 が る 。 → 承 認  
（ 2） 公 益 法 人 制 度 対 策 委 員 会 （ 仮 ）（ 荻 原 事 務 局 長 ） 平 成 2 1・ 2 2
年 度 の 特 設 委 員 会 と し て 設 置 し 、公 益 認 定 に 向 け た 検 討 結 果 を 2 0 1 0
年 3 月 ・ 5 月 に 報 告 す る 。 → 承 認  
（ 3） 協 会 史 料 収 集 ・ 編 纂 委 員 会 （ 仮 ）（ 荻 原 事 務 局 長 ） 創 立 5 0 周

年 （ 平 成 2 8 年 度 ） に 向 け 協 会 関 連 史 料 の 収 集 ・ 編 纂 を 行 う 。 → 承

認  
2 .規 約 の 整 備  
1） 名 誉 会 員 の 投 票 権 と 総 会 議 決 権 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 名 誉

会 員 に 投 票 権 が あ る と し た 定 款 施 行 規 則 1 7 条 は 定 款 と 矛 盾 す る た

め 修 正 し 、併 せ て 名 誉 会 員 に 関 す る 規 程 第 7 条 も 修 正 す る 。→ 承 認  
2） 保 健 福 祉 部 分 掌 事 項 の 改 正 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 福 祉 用 具

部 の 分 掌 事 項 と の 整 合 性 を 図 る 必 要 か ら 、現 行 8 項 目 あ る 分 掌 事 項

を 5 項 目 に 改 正 す る 。 → 承 認  
3 .第 7 回 協 会 ・ 都 道 府 県 作 業 療 法 士 会 合 同 役 職 者 研 修 会 （ 案 ） に つ

い て （ 大 熊 前 士 会 担 当 理 事 ） 9 月 に 行 う 研 修 会 の プ ロ グ ラ ム の 詳 細

を 説 明 。 ｢作 業 療 法 5 ヵ 年 戦 略 ｣に 関 す る テ ー マ 設 定 （ 文 言 ） と ｢広

報 戦 略 ｣の 講 演 に つ い て 意 見 が 出 さ れ た 。 → 承 認  
4 .そ の 他  
1） 平 成 2 0 年 度 第 1 2 回 認 定 作 業 療 法 士 審 査 等 委 員 会 報 告 （ 望 月 認

定 作 業 療 法 士 審 査 等 委 員 長 ） 6 月 2 7 日 に 平 成 2 0 年 度 の 再 申 請 者 に

つ い て の み 審 査 を 行 っ た 。 認 定 更 新 者 1 7 名 、 認 定 保 留 者 9 名 。 新



規 認 定 者 1 名 、認 定 保 留 者 4 名 。書 類 不 備 で 保 留 が 多 い こ と に つ い

て 意 見 が 出 さ れ る 。 → 承 認  
Ⅱ .報 告 事 項  
1 .第 4 3 回 日 本 作 業 療 法 学 会 実 施 報 告 （ 太 田 学 会 長 ） 参 加 者 3 , 5 5 7
人 の う ち 事 前 登 録 者 が 7 6 %と 多 か っ た の は 参 加 費 に 差 を つ け た 結 果

と 思 わ れ る 。 社 会 貢 献 と し て の ｢機 器 展 示 無 料 開 放 ｣｢公 開 講 座 ｣｢献

血 ｣に 4 2 0 名 の 参 加 を 得 た 。1 つ の 会 場 で す べ て を 行 い 、ス リ ム な 運

営 が で き た 。  
2 .第 4 4 回 総 会 報 告 （ 伊 藤 前 総 会 議 事 運 営 委 員 長 ） 会 員 の 2 分 の 1
の 委 任 状 回 収 に 向 け 努 力 し た が 、3 0 0 0 ほ ど 不 足 。議 事 進 行 に つ い て

は 予 定 時 間 が 超 過 し 、 質 疑 を 打 ち 切 る こ と と な っ た 。 今 後 、 総 会 の

開 催 時 間 に つ い て 検 討 が 必 要 と い う 意 見 が 多 く 出 さ れ る 。  
3 .財 務 部 報 告  
1）平 成 2 1 年 度 7 月 以 降 の 財 務 ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て（ 久 保 田 財 務

部 長 ）「 8 月 2 8 日 、 補 正 予 算 申 請 締 切 」 等 の ス ケ ジ ュ ー ル の 説 明 。

こ れ に 対 し 、 主 要 目 標 と の 関 係 、 改 選 時 期 の 影 響 な ど か ら ス ケ ジ ュ

ー ル の 見 直 し が 必 要 の 意 見 が 多 数 出 さ れ 、見 直 し た 案 を 再 提 出 す る 。 
2） 平 成 2 1 年 度 補 正 予 算 案 作 成 時 の 留 意 事 項 （ 久 保 田 財 務 部 長 ）

「 1 5 0 0 万 円 の 収 入 減 額 補 正 を す る 」｢現 実 的 な 事 業 計 画 を ｣等 の 留 意

事 項 の 説 明 に 対 し 、 収 入 の 減 額 補 正 を 毎 年 す る こ と に な る の か 、 補

正 で 減 額 で き る と こ ろ は 減 額 す る が 、 目 標 に 掲 げ た 事 業 は 執 行 す べ

き 等 の 意 見 が 出 さ れ る 。  
4 .障 害 福 祉 サ ー ビ ス に 係 る 作 業 療 法 実 態 調 査 報 告 （ 大 丸 保 健 福 祉 部

担 当 理 事 ） 保 健 福 祉 領 域 に お け る 作 業 療 法 の 課 題 、 役 割 、 方 向 性 の

整 理 を 目 的 に 業 務 状 況 の 調 査 を 実 施 し た 。 報 告 書 の 扱 い 方 に つ い て

は 再 度 、 案 を 作 成 す る 。  
5 .心 大 血 管 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン へ の 対 応 に つ い て （ 中 村 会 長 ） 心 大

血 管 疾 患 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 料 の 算 定 要 件 へ の 作 業 療 法 士 の 職 名 追

加 に 関 す る 依 頼 の た め 心 臓 リ ハ 学 会 の 副 理 事 長 を 訪 問 。 心 臓 リ ハ 学

会 会 員 6 , 2 0 0 人 の う ち O T は 8 0 人 と 非 常 に 少 な い た め 、指 定 は む ず

か し い と い う 感 触 。 協 会 と し て 会 員 の 教 育 、 啓 発 活 動 が 必 要 。  
6 .渉 外 活 動 報 告  
1） テ ク ノ エ イ ド 協 会 評 議 員 会 に 出 席 （ 大 丸 理 事 ）  
2） 厚 労 省 （ 山 根 副 会 長 ） 診 療 報 酬 関 連 で 急 性 期 の 実 施 時 間 の 見 直

し 、 精 神 科 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 総 合 実 施 計 画 等 を 要 望 。  
3） 共 用 品 推 進 機 構 活 動 報 告 会 に 出 席 （ 大 熊 理 事 ）  
4） リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 療 関 連 5 団 体 の 会 議 に 出 席 （ 中 村 会 長 ）

2 0 1 0 年 度 診 療 報 酬 改 定 に 向 け 、総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 料 、各 疾 患

別 2 段 階 の 要 望 案 が 提 示 さ れ た 。  
5） I T 機 器 モ ニ タ ー レ ン タ ル モ デ ル 事 業 講 習 会 に 出 席 （ 早 川 理 事 ）  



6）日 本 医 療 技 術 者 団 体 連 絡 協 議 会 に 出 席（ 小 林（ 毅 ）理 事 ）公 益 法

人 へ の 移 行 状 況 の 情 報 交 換 が さ れ る 。  
7） 訪 問 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 振 興 会 に 出 席 （ 土 井 理 事 ）  
7 .理 事 会 審 議 概 要 書 の 使 用 に つ い て （ 荻 原 事 務 局 長 ） 理 事 会 に お け

る 円 滑 な 審 理 進 行 を 目 的 と し 、 審 議 概 要 書 の 書 式 を 使 用 す る こ と と

し た い 。  
8 .そ の 他  
1）医 学 会 総 会 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て（ 小 林（ 正 ）理 事 ）作 業 療 法 に

関 係 す る テ ー マ 4 つ が 現 在 残 っ て お り 、協 会 に 依 頼 が 来 る 可 能 性 が

高 い 。候 補 者 リ ス ト を 事 務 局 に 置 い て い く の で よ ろ し く お 願 い す る 。 
2） 精 神 保 健 フ ォ ー ラ ム に つ い て （ 香 山 理 事 ） 協 会 が 事 務 局 と な っ

て 開 催 し た フ ォ ー ラ ム が 終 了 し た 。 プ ロ グ ラ ム の 中 身 は 充 実 し て い

た が 、 参 加 者 が 予 想 を 下 回 り 、 作 業 療 法 士 の 参 加 者 も 非 常 に 少 数 だ

っ た 。 今 後 の 課 題 と な る 。  
以 上  


